
事務連絡（保215）
平成19年3月7目

都道府県医師会

　社会保険担当理事　殿

日本医師会常任理事

　　　鈴　木　　満

高額療養費の現物給付化について（情報）

　一部負担金の額が一定額を超えた場合に支給される高額療養費につきましては，70歳以

上の患者については現物給付化されておりますが，70歳未満の患者につきましては，現在，

被保険者等の申請に基づく償還払い（一旦医療機関の窓口で自己負担額を支払った上で，

保険者への申請により後目高額療養費が支給される）となっております。

　一方，患者の負担軽減を図る観点から，70歳未満の患者についても，医療機関窓口での

支払を自己負担限度額にとどめることについては，国会等でも取り上げられたところであ

ります。

　かかる状況から，今般，平成18年12月20目付け政令第390号により健康保険法施行令

等が一部改正され，平成19年4月1目から，70歳未満の患者についても，70歳以上の患

者と同様に，入院療養を受けた患者及び在宅時医学総合管理料又は在宅末期医療総合診療

料算定患者について高額療養費が現物給付化さることになりましたので，ご連絡申し上げ

ます。

　今回の健康保険法施行令等一部改正の概要は下記のとおりであります。

　なお，今回の70歳未満の患者に係る高額療養費現物給付化に伴う省令に関する取扱い，

その他診療報酬明細書の記載方法等，具体的な取扱いについては，現在厚生労働省におい

て整理中であり，追って通知されることとなっておりますので，関係の取扱いが示され次

第改めてご連絡申し上げます。また，厚生労働省及び日本医師会等の連名で医療機関掲示

用のポスターを作成する予定としております。これにつきましても詳細は追ってご連絡申

し上げます。



記

1　健康保険法施行令の一部改正（令第1条関係）

　70歳未満の被保険者が保険医療機関等から入院療養等を受けた場合の高額療養費の支

給については，あらかじめ保険者の認定を受けた被保険者の所得区分に応じ，現行の70

歳以上の被保険者と同様に保険者から当該保険医療機関等に支払うものとする。なお，

具体的な事務取扱については，追って通知される。

2．船員保険法施行令，国民健康保険法施行令，国家公務員共済組合法施行令等について，

上記「1．」の改正に準じた改正を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

〔参　考〕70歳未満の方にかかる1か月当たりの自己負担限度額（高額療養費算定基準額）

1か月当たりの自己負担限度額

上位所得者

　　　　　150，000円

{（医療費　一　500，000円）×1％

@　　　　＜83，400円＞

一　　　般

　　　　　80，100円

{（医療費　一　267，000円）×1％

@　　　　＜44，400円＞

　低所得者

i住民税非課税）

　35，400円

モQ4，600円＞

（注）＜　＞内の金額は，多数該当（過去12か月に3回以上高額療養費の支給を受け

　4回目以降の支給に該当）の場合。

（添付資料）

1．健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施行について

　（平18．12．20　保発第1220005号　厚生労働省保険局長通知）

※通知中に「健康保険法施行令等の一部を改正する政令」（平18．12．20　政令第390

　号　官報号外第285号抜粋）を含む。

（参考資料）

1．70歳未満の者の入院に係る高額療養費の現物給付化



　（厚生労働省ホームページ　http：／／㎜．mhlw．go．jp／houdou／2006／12／dl／h1215－4a．pdf）

2．健康保険法施行令新旧対照表（平成19年4月1目施行）（日本医師会保険医療課）



保発第1220005号
平成18年12月20目

健康保険組合理事長　殿

厚生労働省保険局長

健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施行について

　健康保険法施行令等の一部を改正する政令（平成18年政令第390号・以下「令」と

いう。）が本目公布され、平成19年4月1目から施行されることとされたところである・

これらの改正の趣旨及び主な内容は下記のとおりであるので・その運用に当たっては＋

分に留意の上、被保険者等への周知を図る等遺憾なきを期されたい。・

記

第1　改正の趣旨及び主な内容

　　医療制度改革大綱（平成17年12月1目政府・与党医療改革協議会）において、「入

　院に係る医療費については、医療機関の窓口での支払いを自己負担限度額にとどめるこ

　とを検討する。」とされたこと等を踏まえ、健康保険法施行令（大正15年勅令第24

3号）等において所要の改正を行うととも1こ、健康保険法等の一部を改正する法律（平

成、8年法律第83号．以下r改正法」という・）のr部の施行にイ半い・国騨務員共

済組合法施行令（昭和33年政令第2・7号）等において所要の整備等を行つものであ

　る。

第2　改正の具体的内容

　1，健康保険法施行令の一部改正（令第1条関係）
　　　70歳未満の被保険者が保険医療機関等から入院療養等を受けた場合の高額療養費

　　の支給については、あらかじめ保険者の認定を受けた被保険者の所得区分に応じ、現

　　行の70歳以上の被保険者と同様に保険者から当該保険医療機関等に支払うものとす

　　ること。なお、具体的な事務取扱いについては、追って通知すること。



2　船員保険法施行令（昭和28年政令第240号）及び国民健康保険法施行令（昭和

　33年政令第362号）の一部改正（令第3条及び第6条関係）
　　高額療養費に関する事項について、上記1の改正に準じた改正を行うこと。

3　社会保険診療報酬支払基金法施行令（平成11年政令第395号）の一部改正（令

第8条関係）
　　各保険者が社会保険診療報酬支払基金に委託する診療報酬の金額を段階的に縮減

　し、その保険者が過去3箇月において最高額の費用を要した月の診療報酬のおおむね

　10分の3箇月とすること。

4　その他関係政令の一部改正
　　国家公務員共済組合法施行令等につき、高額療養費に関する事項について上記1の

　改正に準じた改正を行うとともに、標準報酬月額の等級及び標準賞与額の上限並びに

　傷病手当金及び出産手当金の支給対象について、改正法第2条により改正された健康

　保険法（大正11年法律第70号）の規定に準じた改正を行うこと。



　　　　　　　　（参考資料）
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又
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続
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又
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よ
り
設
立
さ
れ
た
者
で
あ
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、
合
併
に
よ
り
消

　
滅
し
た
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又
は
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式
移
転
を
し
た
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社
の
う
ち
上

　
場
期
間
が
最
も
短
い
も
の
の
上
場
期
間
と
通
じ
て
五

　
年
以
上
継
続
し
て
上
場
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）

　
か
ら
の
寄
附
の
受
領
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
構
成
員

　
が
外
国
人
又
は
外
国
法
人
で
あ
る
団
体
等
か
ら
の
寄

　
附
の
受
領
を
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止
し
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い
る
現
行
の
規
制
を
撤
廃
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る
こ
と
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た
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国
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す
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す
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、
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又
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又
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又
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収
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又
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収
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収
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さ
れ
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収
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さ
れ
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さ
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す
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．
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係
）

　
4
　
金
融
機
関
へ
の
振
込
み
に
よ
る
支
出
に
係
る
収
支
報

　
　
告
書
等
の
添
付
書
面
の
簡
素
化

　
　
H
　
政
治
資
金
規
正
法
の
収
支
報
告
書
に
併
せ
て
提
出

　
　
　
す
べ
き
書
面
の
う
ち
、
金
融
機
関
へ
の
振
込
み
に
よ

　
　
　
る
支
出
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
支
出
の
目

　
　
　
的
を
記
載
し
た
書
面
及
び
金
融
機
関
が
作
成
し
た
振

　
　
　
込
み
の
明
細
書
の
写
し
を
も
っ
て
、
領
収
書
等
の
写

　
　
　
し
に
代
わ
る
書
面
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

　
　
　
し
た
。
（
政
治
資
金
規
正
法
第
一
二
条
第
二
項
関
係
）

　
　
口
　
公
職
選
挙
法
の
選
挙
運
動
収
支
報
告
書
に
添
付
す

　
　
　
べ
き
書
面
及
び
政
党
助
成
法
の
使
途
等
報
告
書
に
併

　
　
　
せ
て
提
出
す
べ
き
書
面
に
つ
い
て
も
、
H
と
同
様
の

3
　
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
の
期
限
の
法
定
等

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。
（
公
職
選
挙
法
第
一
八

九
条
第
一
項
並
び
に
政
党
助
成
法
第
一
七
条
第
二
項

第
一
号
及
び
第
一
八
条
第
二
項
第
一
号
関
係
）



6（号外第285号）
幸
侵官水曜日平成18年12月20目

口
　
平
成
七
年
か
ら
平
成
一
六
年
ま
で
の
各
年
に
お
け

　
　
る
当
該
工
場
等
の
所
在
地
の
属
す
る
市
町
村
に
お
い

　
　
て
中
皮
腫
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
数
の
合
計
数
を
一

　
　
〇
で
除
し
て
得
た
数
を
当
該
市
町
村
の
人
口
で
除
し

　
　
て
得
た
数
に
一
〇
万
を
乗
じ
て
得
た
数
が
、
O
・
五

　
　
五
三
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

口
　
昭
和
一
四
年
度
か
ら
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
各
年

　
　
度
に
お
け
る
当
該
工
場
等
に
お
い
て
石
綿
に
さ
ら
さ

　
　
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
指
定
疾
病
に
か

　
　
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
又
は

　
　
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
た
者

　
　
の
合
計
の
人
数
（
以
下
「
保
険
給
付
の
受
給
者
数
」

　
　
と
い
う
。
）
が
、
一
〇
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

4
　
特
別
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
は
、
特
別
事
業
場
ご

　
と
に
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計

　
額
を
合
算
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
＝
二
条
関
係
）

　
H
　
事
業
主
の
負
担
総
額
に
昭
和
二
六
年
か
ら
平
成
一

　
　
七
年
ま
で
の
各
年
に
お
け
る
我
が
国
の
石
綿
の
輸
入

　
　
量
を
合
計
し
た
量
（
以
下
「
石
綿
の
輸
入
量
」
と
い

　
　
う
。
）
の
数
値
を
石
綿
の
輸
入
量
の
数
値
と
全
国
の
保

　
　
険
給
付
の
受
給
者
数
に
｝
七
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
値

　
　
と
を
合
計
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て

　
　
得
た
額
に
、
当
該
特
別
事
業
場
に
お
け
る
石
綿
の
使

　
　
用
量
の
数
値
を
石
綿
の
輸
入
量
の
数
値
で
除
し
て
得

　
　
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額

　
口
　
事
業
主
の
負
担
総
額
に
全
国
の
保
険
給
付
の
受
給

　
　
者
数
に
一
七
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
石
綿
の
輸
入

　
　
量
の
数
値
と
全
国
の
保
険
給
付
の
受
給
者
数
に
一
七

　
　
〇
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
を
合
計
し
た
数
値
で
除
し

　
　
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
別
事
業

　
　
場
に
お
け
る
保
険
給
付
の
受
給
者
数
を
全
国
の
保
険

　
　
給
付
の
受
給
者
数
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得

　
　
た
額

5
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

η
　
一
　
　
・
　
厚
　
　
倒
ノ
）

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

　
七
〇
歳
未
満
の
被
保
険
者
が
保
険
医
療
機
関
等
か
ら

入
院
療
養
等
を
受
け
た
場
合
の
高
額
療
養
費
の
支
給
に

つ
い
て
、
改
正
前
の
七
〇
歳
以
上
の
被
保
険
者
と
同
様

に
、
保
険
者
か
ら
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
こ

と
と
し
た
。
（
第
四
二
条
～
第
四
四
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
一

　
　
｛
　
一
｝
　
そ
η

二
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

　
1
　
高
額
療
養
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
健
康
保

　
　
険
法
施
行
令
の
改
正
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
と

　
　
し
た
。
（
第
一
一
条
の
三
の
五
及
び
第
一
一
条
の
三
の

　
　
六
関
係
）

　
2
　
健
康
保
険
法
の
規
定
に
準
じ
て
、
標
準
報
酬
月
額

　
　
の
等
級
区
分
及
び
標
準
賞
与
額
の
上
限
額
並
び
に
傷

　
　
病
手
当
金
及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
対
象
を
見
直
す

　
　
こ
と
と
し
た
。
（
第
五
八
条
、
第
五
九
条
及
び
附
則
第

　
　
六
条
関
係
）

三
　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
令
の
一
部
改

　
正
関
係

　
　
各
保
険
者
が
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
委
託

　
す
る
診
療
報
酬
の
金
額
を
、
そ
の
保
険
者
が
過
去
三
箇

　
月
に
お
い
て
最
高
額
の
費
用
を
要
し
た
月
の
診
療
報
酬

　
の
お
お
む
ね
一
〇
分
の
三
箇
月
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
（
第
』
条
関
係
）

四
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
三
九

　
一
号
）
（
法
務
省
）

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
一
八
年
法
律
第
四
三
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
一
九
年
二
月
一
日

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

”
”
1
，
1

1去

律
㎜

　
政
治
資
金
規
正
法
寺
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

法
律
第
百
十
三
号

　
　
　
政
治
資
金
規
正
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
（
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

　
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
並
び
に
当
該
寄
附
」

　
を
「
、
当
該
寄
附
」
に
改
め
、
「
年
月
日
」
の
下
に
「
並

　
び
に
当
該
寄
附
を
し
た
者
が
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項

　
本
文
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
同
項
た
だ
し
書
に
規
定

　
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
そ
の
旨
」
を
加
え
る
。

　
　
第
十
二
条
第
一
項
中
「
か
か
る
場
合
」
の
下
に
「
（
第

　
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
報
告
書
の
提
出
期
限
が
延

　
長
さ
れ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号

　
ロ
中
「
並
び
に
当
該
寄
附
」
を
「
、
当
該
寄
附
」
に
改

　
め
、
「
年
月
日
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
寄
附
を
し
た
者

　
が
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
者
で
あ

　
つ
て
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は

　
そ
の
旨
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
書
面
」
の
下
に

　
　
「
又
は
当
該
支
出
の
目
的
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
金

　
融
機
関
若
し
く
は
日
本
郵
政
公
社
が
作
成
し
た
振
込
み

　
若
し
く
は
振
替
の
明
細
書
で
あ
っ
て
当
該
支
出
の
金
額

　
及
び
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
の
写
し
」
を
加
え
る
。

　
　
第
十
六
条
中
「
で
あ
っ
た
者
」
の
下
に
「
。
次
項
に

　
お
い
て
同
じ
．
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
2
　
政
治
団
体
の
会
計
責
任
者
は
、
第
二
十
二
条
の
五

　
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当

　
　
該
通
知
に
係
る
文
書
を
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

　
　
に
よ
り
当
該
通
知
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
報
告
書

　
　
の
要
旨
が
公
表
さ
れ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日

　
　
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
十
八
条
の
二
第
一
原
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に

「、

謠
¥
六
条
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
か

か
る
場
合
」
の
下
に
「
（
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
報

告
書
の
提
出
期
限
が
延
長
さ
れ
る
場
合
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改

め
る
。

　
第
二
十
条
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。　

　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定

　
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
提
出
期
限

　
が
延
長
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

　
合
を
除
き
、
当
該
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
年
の
九
月

　
三
十
日
ま
で
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
．

　
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
．

　
　
（
収
支
報
告
書
等
に
係
る
情
報
の
公
開
）

第
二
十
条
の
三
　
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
七

　
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
又
は
こ
れ
に
添
付

　
し
、
若
し
く
は
併
せ
て
提
出
す
べ
き
書
面
（
以
下
こ

　
の
条
に
お
い
て
「
収
支
報
告
書
等
」
と
い
う
。
）
で
第

　
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
報
告
書
の
要
旨

　
が
公
表
さ
れ
る
前
の
も
の
に
係
る
行
政
機
関
の
保
有

　
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

　
律
第
四
十
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請

　
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
要
旨
が
公
表

　
さ
れ
る
日
前
は
同
法
第
九
条
第
一
項
の
決
定
を
行
わ

　
な
い
。

2
　
前
項
に
規
定
す
る
開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

　
お
け
る
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

　
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条

　
第
一
項
中
「
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以

　
内
」
と
あ
る
の
は
「
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十

　
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規

　
定
に
よ
り
要
旨
が
公
表
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
後
三
十

　
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
問
」
と
、
同
法
第
十
一
条

　
中
「
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
」
と

　
あ
る
の
は
「
政
治
資
金
規
正
法
第
二
十
条
第
一
項
の

　
規
定
に
よ
り
要
旨
が
公
表
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
後
六

　
十
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
問
」
と
す
る
。

3
都
道
府
県
は
、
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
収

　
支
報
告
書
等
に
係
る
情
報
の
開
示
を
行
う
も
の
と
す

　
る
。



62（号外第285号）
幸
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（
一
般
拠
出
金
率
の
算
定
方
法
）

第
十
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
一
般
拠
出
金
率
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
も
の

　
と
す
る
。

　
一
　
救
済
給
付
（
法
第
三
条
の
救
済
給
付
を
い
う
．
）
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の

　
　
規
定
に
よ
る
交
付
金
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
ら
の
額
並
び
に
指
定
疾
病
の

　
　
発
生
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
算
定
し
た
一
般
拠
出
金
及
び
特
別
拠
出
金
の
額
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

　
　
見
込
ま
れ
る
金
額
の
総
額
（
以
下
「
事
業
主
の
負
担
総
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
法
第
四
十
七
条
第
［
項
の
規
定
に
よ

　
　
り
徴
収
さ
れ
る
特
別
拠
出
金
の
総
額
の
見
込
額
を
控
除
し
た
額

　
二
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
全
国
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主
（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主

　
　
を
い
う
。
）
が
そ
の
事
業
に
使
用
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
と
し
て
推
計
し
た
額
と
全
国

　
　
の
船
舶
所
有
者
（
同
条
第
二
項
の
船
舶
所
有
者
を
い
・
つ
．
）
が
使
用
す
る
す
べ
て
の
船
員
に
支
払
わ
楚
賃
金
の
総

　
　
額
と
し
て
推
計
し
た
額
と
の
合
計
額

　
（
徴
収
法
を
準
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

　
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
の
規
定
に
係
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す

　
る
。

第
士
条
法
第
三
＋
八
条
第
蚕
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
一
般
拠
出
金
に
つ
い
て
労
働
保
険
覆
険
料
の
徴
収
等
に

読
替
え
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
十
九
条
第
一
項

保
険
関
係
が
消
滅
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

蘇
鵡
懸
盤
離
艶
麗
つ
．
て

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

保
険
関
係
が
成
立
し
、
又
は
消
滅
し
た
も
の
に
つ
い
て

縣
灘
騨
騨
雛
鶴
鵠
鵯
耳
目
以
内
に
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

第
十
九
条
第
二
項

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

　
（
特
別
事
業
主
の
要
件
）

第
十
二
条
　
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七

　
号
）
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
粉
じ
ん
発
生
施
設
が
設
置
さ
れ
た
工
場
又
は
事
業
場
そ
の
他
石
綿
の
使
用

　
の
状
況
又
は
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
よ

　
り
石
綿
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
工
場
又
は
事
業
場
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
以

　
下
「
特
別
事
業
場
」
と
い
う
。
）
を
有
し
、
又
は
有
し
て
い
た
こ
と
と
す
る
。

　
一
　
石
綿
の
使
用
量
（
昭
和
二
十
六
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
の
各
年
に
お
け
る
当
該
工
場
又
は
事
業
場
に
お
い
て

　
　
使
用
さ
れ
た
石
綿
の
量
の
合
計
量
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
一
万
ト
ン
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
平
成
七
年
か
ら
平
成
十
六
年
ま
で
の
各
年
に
お
け
る
当
該
工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地
の
属
す
る
市
（
特
別
区

　
を
含
む
．
以
下
同
じ
。
）
町
村
に
お
い
て
中
皮
腫
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
数
の
合
計
数
を
十
で
除
し
て
得
た
数
を
当

該
市
町
村
の
人
口
（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

　
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
の
数
を
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
数
に
十
万
を
乗
じ
て
得

　
た
数
が
、
○
・
五
五
三
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
昭
和
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
当
該
工
場
又
は
事
業
場
に
お
い
て
石
綿
に
さ
ら

　
さ
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
指
定
疾
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
文
は
船
員

　
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
た
者
の
合
計
の
人
数
（
以
下
「
保
険
給
付
の
受
給
者
数
」
と
い
う
。
）
が
、

　
十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

　
（
特
別
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
）

第
十
三
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
特
別
拠
出
金
の
額
の
算
定
方
法
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
特
別
事
業
主
が

　
有
し
、
又
は
有
し
て
い
た
特
別
事
業
場
．
こ
と
に
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
を
合
算
す
る
も

　
の
と
す
る
。

　
一
　
事
業
主
の
負
担
総
額
に
昭
和
二
十
六
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
の
各
年
に
お
け
る
我
が
国
の
石
綿
の
輸
入
量
を

　
合
計
し
た
量
（
ト
ン
で
表
し
た
量
を
い
し
　
以
下
「
石
綿
の
輸
入
量
」
と
い
う
。
）
の
数
値
を
石
綿
の
輸
入
量
の
数

　
　
値
と
全
国
の
保
険
給
付
の
受
給
者
数
に
百
七
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
を
合
計
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
数
値
を

　
　
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
別
事
業
場
に
お
け
る
石
綿
の
使
用
量
（
ト
ン
で
表
し
た
量
を
い
う
。
）
の
数
値
を
石
綿

　
　
の
輸
入
量
の
数
値
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額

　
二
　
事
業
主
の
負
担
総
額
に
全
国
の
保
険
給
付
の
受
給
者
数
に
百
七
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
を
石
綿
の
輸
入
量
の
数

　
　
値
皇
国
の
保
険
給
付
の
受
給
者
数
に
百
七
＋
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
を
合
計
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
数
値
を

　
　
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
別
事
業
場
に
お
け
る
保
険
給
付
の
受
給
者
数
を
全
国
の
保
険
給
付
の
受
給
者
数
で
除

　
　
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

　
（
予
算
決
算
及
び
会
計
令
の
一
部
改
正
）

　
　
第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
三
　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定

　
　
　
に
お
い
て
準
用
す
る
徴
収
法
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
し
て
納
付
す
る
石
綿
に
よ
る

　
　
　
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第
一
項
の
第
一
項
一
般
拠
出
金

　
　
四
　
削
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣
　
尾
身
　
幸
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
柳
澤
　
伯
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
大
臣
　
若
林
　
正
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

第
一
条
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条
　
予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

政
令
第
三
百
九
十
号

　
　
　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
．
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
．
）
、
紡
衛
庁
の
職
員
の
給
与
管
関
す
る
覆
（
昭
墾
＋
七
年
覆
第
二
百
六
士
ハ
号
）
第
二

十
二
条
第
一
項
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
十
一
条
ノ
六
第
二
項
、
私
立
学
校
教
職
員
共
．

済
法
（
昭
和
二
＋
八
年
法
律
第
二
百
四
＋
百
万
）
附
則
第
二
＋
五
項
及
び
附
則
第
二
士
翁
の
規
定
に
よ
り
統
幕
え

ら
れ
た
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
六
十
条
の

二
第
二
項
及
び
第
百
二
十
六
条
の
五
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国
家
公
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務
員
共
済
組
合
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
五
十
七

条
の
二
第
二
項
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
六
十
二
条
の
二
第
二
項
、

策
六
十
八
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
百
四
十
四
条
の
二
第
六
項
及
び
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
百
十
四
条
第
四
項
並
び
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

九
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第
一
号
イ

　
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
　
第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に

　
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
の
療
養
」
の
下
に
「
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
療
養
に
限
る
。
）
」

　
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
入
院
療
養
　
次
の
」
を
「
入
院
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

　
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
入
院
療
養
に
限
る
。
）
　
次
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一

　
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
一
　
入
院
療
養
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
一
の
保
険
医
療
機
関
等
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医

　
　
　
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
療
養
を

　
　
　
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
。
）
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

　
　
　
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

　
　
　
イ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な

　
　
　
　
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

　
　
　
　
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

　
　
　
　
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

　
　
　
　
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
　
ロ
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

　
　
　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き

　
　
　
　
は
、
五
十
万
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

　
　
　
　
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

　
　
　
　
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

　
　
　
　
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
　
ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

　
　
　
　
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

　
　
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三

　
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
第
四
十
四
条
中
「
及
び
第
二
号
ロ
」
を
「
、
第
二
号
ロ
及
び
第
三
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二

　
号
又
は
第
三
号
」
と
、
「
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第

　
　
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
　
（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次

　
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
十
七
条
の
六
の
三
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二

　
項
」
を
「
第
二
項
及
び
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条

　
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項

　
を
加
え
る
。

　
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
関
か
ら
入

院
療
養
（
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
療
養
（
当
該
療
養
と
併
せ
て
行
う
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
療
養
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
．
）
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て

一
の
医
療
機
関
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
長
官
が
定
め
る
も
の
に

該
当
す
る
も
の
（
当
該
自
衛
官
等
が
第
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す

る
療
養
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
長

官
が
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
（
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
に
つ
き
第
十
七
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
七
条
の
四
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
外
併
用
痺

養
費
の
支
給
に
係
る
療
養
（
食
事
療
養
を
除
く
．
）
に
つ
き
算
定
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
保
険
外
併
用
療
養
費
の

額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
そ
の
金
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
額
」
と
い
う
。
）
の

限
度
に
お
い
て
、
当
該
控
除
後
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
を
免
除
し
た
と
き
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
自

衛
官
等
に
対
し
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
マ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
長
官
又
は

　
　
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
逢
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
長
官
が
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い

　
　
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ

　
　
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

　
　
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

　
　
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と

　
　
す
る
。

　
　
二
　
前
灸
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
長
官
又
は

　
　
　
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
長
官
が
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

　
　
　
五
十
万
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

　
　
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と

　
　
　
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算

　
　
、
額
．
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
三
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
長
官
又
は

　
　
　
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
．
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

　
　
　
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
．

　
　
養
等
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
（
第
十
七
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号

　
　
の
措
置
が
採
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
減
額
さ
れ
た
一
部
負
担
金
）
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
の
支
払
が
行

　
　
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
長
官
が
指
定
す
る
本
庁
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部
隊
若
し
く
は
機
関
は
、
第
十
七
条
の

　
　
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
当
該
一
部
負
担
金
又
は
保
険
外
併
用
療
養
費
負
担
額
か
ら
前

　
　
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
自

　
　
衛
官
等
に
代
わ
り
、
当
該
医
療
機
関
に
支
払
う
も
の
と
す
る
．

　
（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

　
　
第
十
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら

　
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
2
　
自
衛
官
等
が
同
一
の
月
に
一
の
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
か
ら
入
院
療

第
三
条
　
船
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
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第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
の
療
養
」
の
下
に
「
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
療
養
に
限
る
。
ご
を
加
え
、
同

号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
入
院
療
養
　
次
の
」
を
「
入
院
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
以
後
の
入
院
療
養
に
限
る
。
）
　
次
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
一
　
入
院
療
養
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
一
の
保
険
医
療
機
関
等
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医

　
　
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
療
養
を

　
　
除
く
．
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
．
）
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

　
　
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

　
　
　
イ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
肛
社
会
保
険
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

　
　
　
．
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円

　
　
　
　
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

　
　
　
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

　
　
　
　
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

　
　
　
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
．

　
　
　
ロ
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
社
会
保
険
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

　
　
　
　
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た

　
　
　
　
な
い
と
き
は
、
五
十
万
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

　
　
　
　
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

　
　
　
　
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
．
た

　
　
　
　
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
　
ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
社
会
保
険
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

　
　
　
　
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

　
　
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に

　
改
め
る
。

　
　
附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二
号
又

　
は
第
三
号
」
と
、
「
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」

・
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第
｝
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

　
す
る
。

　
　
第
六
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
の
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一

　
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
　
第
二
十
条
第
一
項
の
表
第
六
十
六
条
第
一
項
の
項
か
ら
第
六
十
七
条
第
三
項
の
項
ま
で
及
び
同
条
第
三
項
を
削

　
る
。

附
則
第
五
項
中

口
口
U
」
を 第

一

一
十
九
級

九
八
○
、
O
O
O
円

九
五
五
、
○
○
○
円
以
上

第
三
十
九
級

九
八
○
、
○
O
O
円

九
五
五
、
O
O
O
円
以
上
一
、
O
O
五
、

第
四
十
級

一、

Z
三
〇
、
O
O
O
円
一、

n
O
五
、
O
O
O
円
以
上
一
、
〇
五

を

第
四
十
一
級

一、

Z
九
〇
、
○
○
○
円

一、

Z
五
五
、
O
O
O
円
以
上
一
、
　
一
一

第
四
十
二
級

第
四
十
三
級

一、

@
一
五
〇
、
O
O
O
円

一、

�
黶
Z
、
○
○
○
円

一、

@
一
五
、
○
O
O
円
以
上
一
、
　
一
七

、
　
一
七
五
、
○
○
○
円
以
上

○
○
○
円
未
満
．

五
、
O
O
O
円
未
満

五
、
○
○
○
円
未
満

五
、
○
○
○
円
未
満

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
附
則
第
六
項
中
「
二
百
万
円
」
を
「
五
百
四
十
万
円
」
に
改
め
る
。

　
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
噂

　
　
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第

　
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
　
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
中
『
除
き
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
療
養
に
限
る
」
を
「
除

　
く
」
に
、
「
第
十
一
条
の
三
の
四
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改

　
め
、
同
項
第
二
号
中
「
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
」
を
「
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の

　
療
養
に
限
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
入
院
療
養
　
次
の
」
を
「
入
院
療
養
（
七

　
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
入
院
療
養
に
眠
る
。
）
　
次
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

　
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
一
　
入
院
療
養
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
一
の
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
号
及

　
　
　
び
第
三
号
に
掲
げ
る
療
養
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
。
）
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

　
　
　
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額

　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

　
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

　
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

　
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

　
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
．
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
■
四
万
四
千
四
百
円

　
と
す
る
。

　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万

　
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
，
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数

　
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

　
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。

　
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

　
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

イ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
細

口
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
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第
十
一
条
の
三
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
四
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三

の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
四
条
、
第
六
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
六

十
七
条
」
を
「
又
は
第
六
十
四
条
」
に
改
め
、
「
と
、
法
第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に
か
か

り
、
又
は
負
傷
し
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
に
よ
ら
な
い
病
気
又
は
負
傷
（
任
意
継
続
組
合
員
と
な
っ
た
後
に
お
け
る

病
気
及
び
負
傷
を
含
む
。
）
を
し
」
と
、
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は
「
労
務
」
と
，
同
条
第
二
項
中
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は

「
労
務
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
退
職
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
」
と
、
「
退
職

し
な
か
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
な
か
っ
た
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
の

傷
病
手
当
金
」
と
あ
る
の
は
「
傷
病
手
当
金
」
と
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は
「
労
務
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
退
職
後
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六

月
以
内
」
と
、
「
退
職
後
出
産
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
喪
失
後
出
産
す
る
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
退
職
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
」
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　
第
五
十
九
条
中
「
、
第
六
十
四
条
又
は
第
六
十
六
条
第
一
項
」
を
「
又
は
第
六
十
四
条
」
に
改
め
る
。

幽
」
を

■ハ

�
謌
鼾
�
中

第
三
九
級

九
八
○
、

O
O
O
円

九
五
五
、

O
O
O
円

第
三
九
級

九
八
○
、

○
○
○
円

一、

九
五
五
、
○
〇
五
、

O
O
O
円
以
上
○
○
○
円
未
満

第
四
〇
級

一、

〇
三
〇
、

○
○
○
円

一
、
一
、

○
〇
五
、
〇
五
五
、

O
O
O
円
以
上
O
O
O
円
未
満

第
四
一
級

一、

〇
九
〇
、

○
○
○
円

一
、
一
、

〇
五
五
、
一
一
五
、

○
○
○
円
以
上
O
O
O
円
未
満

に
改

第
四
二
級

一、

一
五
〇
、

○
○
○
円

一
、
一
、

一
一
五
、
一
七
五
、

○
O
O
円
以
上
O
O
O
円
未
満

第
四
三
級

一、

二
一
〇
、

O
O
O
円
一、

一
七
五
、

○
O
O
円
以
上」

　
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
百
万
円
」
を
「
五
百
四
十
万
円
」
に
改
め
る
。

　
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
賦
号
た
だ
し
書
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
第
一

　
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
為
。
　
　
　
　
　
一

　
　
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
又
は
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
条
第
七
項
に
お
い

　
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
」
を
「
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
を

　
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
、
「
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を

　
「
第
二
十
九
条
の
＝
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
の
療
養
」
の
下
に
「
（
七
十
歳
に
達
す

　
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
療
養
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
入
院

　
療
養
　
イ
か
ら
」
を
「
入
院
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
入
院
療
養
に
限
る
。
）
　
イ
か

　
ら
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
一
　
入
院
療
養
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
一
の
保
険
医
療
機
関
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医
学

　
　
　
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
療
養
を
除

　
　
　
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
。
）
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ

　
　
　
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

　
　
イ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
老
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た

　
　
　
な
い
と
き
は
、
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　
　
　
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

　
　
　
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

　
　
　
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
ロ
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た
な
い
と

　
　
　
き
は
、
五
十
万
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

　
　
　
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
．
覧
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

　
　
　
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
．
た
だ
し
、

　
　
　
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

　
　
　
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

　
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
百
・
」
を
「
並
び
に
次
条
笙
項
篁
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び

第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
保
険
医
療
機
関
等
」
を
「
保
険
医
療
機
関
」
に
、
「
第
二
十
九
条
の
二
第
二

　
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
の

四
第
褒
第
一
号
」
を
「
第
二
＋
九
条
の
四
第
蚕
第
毒
」
に
改
碩
同
項
第
二
号
中
「
第
二
＋
九
参
四
趨

　
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

　
正
す
る
。

　
　
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項

　
第
一
号
イ
か
ら
バ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
」
に
改
め
る
。

　
　
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
中
「
除
き
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
療
養
に
限
る
」
を

　
「
除
く
」
に
、
「
第
二
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

　
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を
除
く
」
を
「
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌

　
月
以
後
の
療
養
に
限
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
入
院
療
養
次
の
」
を
「
入
院

　
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
の
入
院
療
養
に
限
る
。
）
　
次
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

　
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
一
　
入
院
療
養
又
は
入
院
療
養
以
外
の
療
養
で
あ
っ
て
一
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関

　
　
　
に
よ
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
療
養
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
号
及

　
　
　
び
第
三
号
に
掲
げ
る
療
養
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
院
療
養
等
」
と
い
う
。
）
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

　
　
　
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
金
額

　
　
　
イ
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

　
　
　
　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
八
万
百
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
　
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
六
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

　
　
　
　
二
十
六
万
七
千
円
）
か
ら
二
十
六
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
、
（
．
’
・
の
金

　
　
　
　
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
　
こ
れ
を

　
　
　
　
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

　
　
　
　
額
と
す
る
。
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円

　
　
　
　
と
す
る
。

第
七
条
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
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ロ
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

　
　
　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
十
五
万
円
と
、
当
該
入
院
療
養
等
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
　
り
算
定
し
た
当
該
入
院
療
養
等
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万

　
　
　
円
）
か
ら
五
十
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数

　
　
　
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、

　
　
　
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
．
）
と
の
合
算
額
。

　
　
　
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
万
三
千
四
百
円
と
す
る
。

　
　
ハ
　
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

　
　
　
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
　
三
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

　
　
　
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。

　
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三

条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
第
二
十
三
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
傷
病
手
当
金
の
算
定
に
お
け
る
政
令
で
定
め
る
数
値
）

第
二
十
三
条
の
五
の
二
　
法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
数
値
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
数
値
（
特
別
職
の
職
員
等
で
あ
る
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
一
）
と
す
る
。

　
第
二
十
三
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
出
産
手
当
金
の
算
定
に
お
け
る
政
令
で
定
め
る
数
値
）

第
二
十
三
条
の
六
の
二
　
法
第
六
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
数
値
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
数
値
（
特
別
職
の
職
員
等
で
あ
る
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
一
）
と
す
る
。

　
第
五
十
条
第
一
項
中
「
、
第
六
十
六
条
、
第
六
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
六
十

九
条
」
を
「
又
は
第
六
十
六
条
」
に
改
め
、
「
と
、
法
第
六
十
八
条
第
一
項
中
『
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に
か
か
り
、

又
は
負
傷
し
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
に
よ
ら
な
い
病
気
又
は
負
傷
（
任
意
継
続
組
合
員
と
な
っ
た
後
に
お
け
る
病
気

及
び
負
傷
を
含
む
。
）
を
し
」
と
、
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は
「
労
務
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は
「
労

務
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
退
職
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
」
と
、
「
退
職
し
な

か
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
な
か
っ
た
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
の
傷
病

手
当
金
」
と
あ
る
の
は
「
傷
病
手
当
金
」
と
、
法
第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
勤
務
」
と
あ
る
の
は
「
労
務
」
と
、
同

条
第
二
項
中
「
退
職
後
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

以
内
」
と
、
「
退
職
後
出
産
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
喪
失
後
出
産
す
る
」
と
、
同
条
第
三
項

中
「
退
職
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
」
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　
　
第
五
十
条
の
二
中
「
、
第
六
十
六
条
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
又
は
第
六
十
六
条
」
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
三
十
七
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
（
短
期
給
付
等
に
係
る
掛
金
の
標
準
と
な
る
給
料
及
び
期
末
手
当
等
の
最
高
限
度
額
の
特
例
）

第
三
十
七
条
の
二
　
法
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
健

　
　
康
保
険
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
且
額
等
級
の
最
高
等
級
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
を
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定

　
　
す
る
政
令
で
定
め
る
数
値
で
除
し
て
得
た
額
を
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
般
職
の
職
員
で
あ
る
組
合

　
　
員
に
あ
っ
て
は
当
該
最
高
等
級
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
を
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る

　
　
数
値
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、

　
　
特
別
職
の
職
員
等
で
あ
る
組
合
員
に
あ
っ
て
は
当
該
最
高
等
級
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

　
2
．
法
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
末
手
当
等
の
額

　
　
に
係
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
五
百
四
十
万
円
と
す
る
。

　
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

　
改
正
す
る
。

　
　
第
一
桑
中
「
十
分
の
四
箇
月
」
を
「
十
分
の
三
箇
月
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
桑
中
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第

　
二
十
九
条
の
四
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
又
は
特
定
承
認
保
険
医
療
機
関
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
二
条
第
七
項
に

　
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
」
を
「
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機

　
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
条
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
令
附
則
第

　
二
条
第
七
項
の
改
正
規
定
（
「
保
険
医
療
機
関
等
」
を
「
保
険
医
療
機
関
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日

　
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
健
康
保
険
法
の
規
定
に

　
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
高
額

　
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お

　
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
施
行
日
前
に
加
入
者
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
加
入
者
を
い
う
。
以
下
こ

　
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
資
格
を
取
得
し
て
、
施
行
日
ま
で
引
き
続
き
加
入
者
の
資
格
を
有
す
る
者
（
同
法
第
二
十

　
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継

　
続
加
入
者
及
び
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
二
条
第
七
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
九
年
四
月
か
ら

　
標
準
給
与
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
給
与
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
．
）
が
改
定
さ
れ
る
べ
き
者

　
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
同
年
三
月
の
標
準
給
与
の
月
額
が
九
十
八
万
円
で
あ
る
も
の
（
当
該
標
準
給
与
の
月
額
の
基
礎

　
と
な
っ
た
給
与
月
額
が
百
万
五
千
円
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
標
準
給
与
は
、
当
該
標
準
給
与
の
月
額
砂
基
礎

　
と
な
っ
た
給
与
月
額
を
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
附
則
第
五
項
の
規
定
に

　
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
糠
準
給
与
の
基
礎
と
な
る
給
与
月
額
と
み
な
し
て
、
日
本
私
立

　
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
改
定
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
標
準
給
与
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
同
年
八
月
ま
で
の
各
月
の
標
準
給
与
と

　
す
る
。

　
　
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い

　
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
施
行
日
前
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
組
合
員
の
資
格
を
取
得
七
て
、
施
行
日
ま
で
引
き
続
き
組
合
員
の
資

　
格
を
有
す
る
者
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続
組
合
員
及
び
同
法
、

　
附
則
第
十
三
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
継
続
組
合
員
並
び
に
同
法
第
四
十
二
条
第
七
項
又
は
第
九
項
の
規
定

　
に
よ
り
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
標
準
報
酬
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
を
い
う
．
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

　
同
じ
。
）
の
月
額
が
改
定
さ
れ
る
べ
き
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
同
年
三
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
九
十
八
万
円
で
あ
る

　
も
の
（
当
該
標
準
報
酬
の
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
が
百
万
五
千
円
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
標
準
報

　
酬
は
、
当
該
標
準
報
酬
の
月
額
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
を
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済

　
組
合
法
施
行
令
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
準
報
酬

　
の
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
と
み
な
し
て
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
が
改
定
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
標
準
報
酬
は
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
同
年
八
月
ま
で
の
各
凋
の
標
準
報
酬
と

　
す
る
。

　
　
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

　
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

、



（号外第285号）幸長官水曜日平成18年12月20日67
　
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ

　
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
施
行
E
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
保

　
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
十
分
の
三
箇
月
」
と
あ
る
の
は
、

　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
「
百
分
の
三
十
六
箇
月
」
と
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

　
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
は
「
百
分
の
三
十
三
箇
月
」
と
す
る
．

　
（
老
人
保
健
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
老
人
保
健
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次

　
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
五
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、

　
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
七
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項

　
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
九
条
第
三
項
中
「
当
該
各
号
イ
」
を
「
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

　
　
附
則
第
十
一
条
第
三
項
第
一
・
号
中
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」

　
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め

　
る
。

　
　
附
則
第
十
三
条
第
三
項
中
「
当
該
各
号
イ
」
を
「
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

　
　
総
務
大
臣

　
　
財
務
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

柳伊尾菅安
澤吹身　倍

伯文幸義晋
夫明次偉三

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

安
倍
　
晋
三

政
令
第
三
百
九
十
一
号

　
　
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

　
内
閣
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第

一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、

平
成
十
九
年
二
月
一
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
長
勢
　
甚
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
大
臣
　
冬
柴
　
鐵
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

㎜
省

令
1
旧
I
I

○
法
務
省
令
第
八
十
六
号

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に

伴
い
、
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十

六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
長
勢
　
甚
遠

　
　
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
省
令

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十

六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
第
五
十
一
条
第
一
号
中
「
入
港
す
る
」
を
「
到
着
す
る
」

に
、
「
入
港
前
」
を
「
到
着
す
る
九
十
分
前
ま
で
」
に
、
「
入

港
を
」
を
「
到
着
を
」
に
、
「
入
港
時
刻
」
を
「
到
着
時
刻
」

に
改
め
る
。

　
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。　

　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
船

　
舶
に
あ
っ
て
は
到
着
す
る
二
時
間
前
ま
で
に
、
航
空
機

　
に
あ
っ
て
は
到
着
す
る
九
十
分
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に

　
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
ま
で
に
行
え
ば
足
り
る
。

　
一
　
船
舶
で
あ
っ
て
、
北
緯
四
十
五
度
三
十
分
、
東
経

　
　
百
四
十
度
、
北
緯
四
十
七
度
及
び
東
経
百
四
十
四
度

　
　
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
本
邦
外
の
地
域
を
出
発
し
て

　
　
北
海
道
（
北
緯
四
十
五
度
か
ら
北
で
あ
る
地
域
に
限

　
　
る
。
）
に
あ
る
出
入
国
港
に
到
着
す
る
場
合
　
到
着
前

　
二
　
船
舶
で
あ
っ
て
、
北
緯
三
十
四
度
、
東
経
百
二
十

　
　
七
度
三
十
分
、
北
緯
三
十
六
度
及
び
東
経
百
三
十
度

　
　
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
本
邦
外
の
地
域
を
出
発
し
て

　
　
長
崎
県
対
馬
市
又
は
壱
岐
市
に
あ
る
出
入
国
港
に
到

　
　
着
す
る
場
合
　
到
着
前

三
　
船
舶
で
あ
っ
て
、
北
緯
二
十
三
度
、
東
経
百
二
十

　
　
一
度
、
北
緯
二
十
六
度
及
び
東
経
百
二
十
三
度
の
線

　
に
よ
り
囲
ま
れ
た
本
邦
外
の
地
域
を
出
発
し
て
沖
縄

　
県
石
垣
市
、
宮
古
島
市
、
宮
古
郡
多
良
間
村
、
八
重

　
山
郡
竹
富
町
又
は
八
重
山
郡
与
那
国
町
に
あ
る
出
入

　
国
港
に
到
着
す
る
場
合
　
到
着
前

四
　
航
空
機
で
あ
っ
て
、
本
邦
外
の
地
域
を
出
発
し
て

　
出
入
国
港
に
到
着
す
る
ま
で
の
航
行
時
間
が
一
時
間

　
　
以
上
二
時
間
未
満
で
あ
る
場
合
　
到
着
す
る
三
十
分

　
前

五
　
航
空
機
で
あ
っ
て
、
本
邦
外
の
地
域
を
出
発
し
て

　
　
出
入
国
港
に
到
着
す
る
ま
で
の
航
行
時
間
が
一
時
間

　
　
未
満
で
あ
る
場
合
　
到
着
前

　
六
　
出
入
国
港
を
出
発
し
て
、
本
邦
外
の
地
域
を
経
由

　
　
す
る
こ
と
な
く
出
入
国
港
に
到
着
す
る
場
合
　
到
着

　
　
前

　
　
前
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が

　
あ
る
場
合
を
除
き
、
書
面
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
第
五
十
二
条
第
三
項
中
「
第
五
十
七
条
第
三
項
の
規
定

「
第
五
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め

　
　
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
乗
員
手
帳
」
の
下
に
「
又

　
　
　
　
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
登
録
番
号
」
を
「
登

　
　
　
　
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第

2に
よ
り
船
舶
等
の
長
が
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

る
」は

旅
券
」

録
記
号
」

二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

3
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定

　
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
船
舶
に
あ
っ
て
は
次
に
掲
げ
る
事
項

　
　
イ
　
船
舶
の
名
称
、
所
属
す
る
国
名
、
到
着
日
及
び

　
　
　
到
着
す
る
出
入
国
港
名

　
　
ロ
　
乗
員
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
乗
員
手
帳

　
　
　
又
は
旅
券
の
番
号
及
び
職
名
（
出
入
国
港
か
ら
出

　
　
　
発
し
た
船
舶
が
、
予
定
さ
れ
た
計
画
に
従
っ
て
、

　
　
　
出
発
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内

　
　
　
に
同
一
の
出
入
国
港
に
到
着
す
る
場
合
に
お
い

　
　
　
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
そ

　
　
　
の
旨
）

　
　
ハ
　
乗
客
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
旅
券
の
番

　
　
　
号
、
出
発
地
及
び
最
終
目
的
地

　
二
　
航
空
機
に
あ
っ
て
は
次
に
掲
げ
る
事
項

　
　
イ
　
航
空
機
の
登
録
記
号
又
は
便
名
、
所
属
す
る
国

　
　
　
名
、
到
着
日
及
び
到
着
す
る
出
入
国
港
名

　
　
ロ
　
乗
員
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び

　
　
　
乗
員
手
帳
又
は
旅
券
の
番
号

　
　
ハ
　
乗
客
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
旅

　
　
　
券
の
番
号
、
出
発
地
及
び
最
終
目
的
地

4
　
本
邦
か
ら
出
発
す
る
船
舶
等
に
対
す
る
前
項
の
規
定

　
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ

　
中
「
到
着
日
」
と
あ
る
の
は
「
出
発
日
」
■
と
、
「
到
着
す

　
る
」
と
あ
る
の
は
「
出
発
す
る
」
と
、
同
項
第
一
号
ロ

　
中
「
職
名
（
出
入
国
港
か
ら
出
発
し
た
船
舶
が
、
予
定

　
さ
れ
た
計
画
に
従
っ
て
、
出
発
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

　
算
し
て
十
四
日
以
内
に
同
一
の
出
入
国
港
に
到
着
す
る

　
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
変
更
が
な
い
と
き

　
は
、
そ
の
旨
ご
と
あ
る
の
は
「
職
名
」
と
す
る
。

　
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

　
　
一
　
法
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の

　
　
規
定
に
よ
る
報
告

　
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三

号
中
「
第
五
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

　
こ
の
省
令
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附

則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十

九
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



70歳未満の者の入院に係る高額療養費の現物給付化
　　　　　　　　　　　■一“繍｝難類　　ヤ

O平成19年4月から、70歳未満の者の一医療機関における入院に係る高額療養費を現物
給付化し、窓ロでの支払を自己負担限度額にとどめることとする。

　※70歳以上の者の一医療機関における入院に係る高額療養費については既に現物給付化されている。

Oこのことにより、以下のような効果が期待される。
　・患者が医療機関の窓ロで多額の現金を支払う必要がなくなる。
　※平成16年度における被用者保険に係る現金給付された高額療養費年間支給額約2，800億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊但し、この額全てが現物給付化の対象ではない。）

　・高額療養費の申請漏れが減少する。
　・患者が医療機関の窓ロで支払う額が少なくなり、未収金について一定の改善が期待される。

（例）胃ガンの手術で10日間入院した時（医療費約100万円の場合）

平成19年3月以前

70歳未満の者

鯉を支払
①医療費の3割

画
　病院

②高額療養費

の支給申請

③高額療養費（約

21万円）の支給

幽
保険者

　平成19年4月以後

幽・雛駿．一壷
70歳未満の者※　　　　　　　　　病院

※事前に保険者の認定
を受けておく必要がある．　③高額療養費（約

　　　　　　　　21万円）等の支給

幽
保険者

②高額療養費等
の請求



健康保険法施行令の一部改正（平成19年4月1日施行）

　　　　　　　　　　　　＿高額療養費現物給付化＿

旧

（高額療養費算定基準額）

第四十二条　前条第一項の高額療養費算定基準額は、次の各

号に掲げる者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる者以外の者八万百円と、前

　　条第一項第一号及び第二号に掲げる額を合算した額に係

　　る療養につき厚生労働省令で定めるところにより算定した

　　当該療養に要した費用の額（その額が二十六万七干円に

　　満たないときは、二十六万七千円）から二十六万七千円を

　　控除した額に百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満

　　の端数がある場合において、その端数金額が五十銭未満

　　であるときは、これを切り捨て、その端数金額が五十銭以

新

（高額療養費算定基準額）

第四十二条　前条第一項の高額療養費算定基準額は、次の各

号に掲げる者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる者以外の者八万百円と、前

　　条第一項第一号及び第二号に掲げる額を合算した額に係

　　る療養につき厚生労働省令で定めるところにより算定した

　　当該療養に要した費用の額（その額が二十六万七千円に

　　満たないときは、二十六万七千円）から二十六万七干円を

　　控除した額に百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満

　　の端数がある場合において、その端数金額が五十銭未満

　　であるときは、これを切り捨て、その端数金額が五十銭以
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上であるときは、これを一円に切り上げた額）との合算額。

ただし、当該療養のあった月以前の十二月以内に既に高

額療養費（同条第一項又は第二項の規定によるものに限

る。）が支給されている月数が三月以上ある場合（以下この

条及び次条第一項第一号ロにおいて「高額療養費多数回

該当の場合」という。）にあっては、四万四千四百円とする。

二　療養のあった月の標準報酬月額が五十三万円以上の被

　保険者又はその被扶養者十五万円と、前条第一項第一

　号及び第二号に掲げる額を合算した額に係る療養につき

　厚生労働省令で定めるところにより算定した当該療養に要

　した費用の額（その額が五十万円に満たないときは、五十

　万円）から五十万円を控除した額に百分の一を乗じて得た

　額（この額に一円未満の端数がある場合において、その端

　数金額が五十銭未満であるときは、これを切り捨て、その

上であるときは、これを一円に切り上げた額）との合算額。

ただし、当該療養のあった月以前の十二月以内に既に高

額療養費（同条第一項又は第二項の規定によるものに限

る。）が支給されている月数が三月以上ある場合（以下この

条並びに次条第一項第一号イからハまで及び第二号ロに

　おいて「高額療養費多数回該当の場合」という。）にあって

　は、四万四千四百円とする。

二　療養のあった月の標準報酬月額が五十三万円以上の被

　保険者又はその被扶養者十五万円と、前条第一項第一

　号及び第二号に掲げる額を合算した額に係る療養につき

　厚生労働省令で定めるところにより算定した当該療養に要

　した費用の額（その額が五十万円に満たないときは、五十

　万円）から五十万円を控除した額に百分の一を乗じて得た

　額（この額に一円未満の端数がある場合において、その端

　数金額が五十銭未満であるときは、これを切り捨て、その
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　端数金額が五十銭以上であるときは、これを一円に切り上

　げた額）との合算額。ただし、高額療養費多数回該当の場

　合にあっては、八万三千四百円とする。

三　市町村民税非課税者（療養のあった月の属する年度（療

　養のあった月が四月から七月までの場合にあっては、前年

　度）分の地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）の

　規定による市町村民税（同法の規定による特別区民税を含

　むものとし、同法第三百二十八条の規定によって課する所

　得割を除く。）が課されない者（市町村（特別区を含む。）の

　条例で定めるところにより当該市町村民税を免除された者

　を含むものとし、当該市町村民税の賦課期日において同法

　の施行地に住所を有しない者を除く。）をいう。次項第三号

　において同じ。）である被保険者若しくはその被扶養者又は

　療養のあった月において要保護者（生活保護法第六条第

　二項に規定する要保護者をいう。次項において同じ。）であ

　端数金額が五十銭以上であるときは、これを一円に切り上

　げた額）との合算額。ただし、高額療養費多数回該当の場

　合にあっては、八万三千四百円とする。

三　市町村民税非課税者（療養のあった月の属する年度（療

　養のあった月が四月から七月までの場合にあっては、前年

　度）分の地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）の

　規定による市町村民税（同法の規定による特別区民税を含

　むものとし、同法第三百二十八条の規定によって課する所

　得割を除く。）が課されない者（市町村（特別区を含む。）の

　条例で定めるところにより当該市町村民税を免除された者

　を含むものとし、当該市町村民税の賦課期日において同法

　の施行地に住所を有しない者を除く。）をいう。次項第三号

　において同じ。）である被保険者若しくはその被扶養者又は

　療養のあった月において要保護者（生活保護法第六条第

　二項に規定する要保護者をいう。次項において同じ。）であ

3　　
@「



　　る者であって厚生労働省令で定めるものに該当する被保険

　　者若しくはその被扶養者（前号に掲げる者を除く。）三万五

　　千四百円。ただし、高額療養費多数回該当の場合にあって

　　は、二万四千六百円とする。

2　前条第二項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号から第四号までに掲げる者以外の者四万四干四

　　百円

　二　法第七十四条第一項第三号又は第百十条第二項第一

　　号二の規定が適用される者八万百円と、前条第二項第一

　　号及び第二号に掲げる額を合算した額に係る療養につき

　　厚生労働省令で定めるところにより算定した当該療養に要

　　した費用の額（その額が二十六万七千円に満たないとき

　　は、二十六万七千円）から二十六万七干円を控除した額に

　　百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満の端数がある

　　る者であって厚生労働省令で定めるものに該当する被保険

　　者若しくはその被扶養者（前号に掲げる者を除く。）三万五

　　千四百円。ただし、高額療養費多数回該当の場合にあって

　　は、二万四千六百円とする。

2　前条第二項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号から第四号までに掲げる者以外の者四万四干四

　　百円

　二　法第七十四条第一項第三号又は第百十条第二項第一

　　号二の規定が適用される者八万百円と、前条第二項第一

　　号及び第二号に掲げる額を合算した額に係る療養につき

　　厚生労働省令で定めるところにより算定した当該療養に要

した費用の額（その額が二十六万七干円に満たないとき

は、二十六万七千円）から二十六万七千円を控除した額に

百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満の端数がある
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　場合において、その端数金額が五十銭未満であるときは、

　これを切り捨て、その端数金額が五十銭以上であるとき

　は、これを一円に切り上げた額）との合算額。ただし、高額

　療養費多数回該当の場合にあっては、四万四千四百円と

　する。

三　市町村民税非課税者である被保険者若しくはその被扶

　養者又は療養のあった月において要保護者である者であ

　って厚生労働省令で定めるものに該当する被保険者若しく

　はその被扶養者（前号又は次号に掲げる者を除く。）二万

　四千六百円

四　被保険者及びその被扶養者のすべてが療養のあった月

　の属する年度（療養のあった月が四月から七月までの場合

　にあっては、前年度）分の地方税法の規定による市町村民

　税（同法の規定による特別区民税を含む。）に係る同法第

　三百十三条第一項に規定する総所得金額及び山林所得

　場合において、その端数金額が五十銭未満であるときは、

　これを切り捨て、その端数金額が五十銭以上であるとき

　は、これを一円に切り上げた額）との合算額。ただし、高額

　療養費多数回該当の場合にあっては、四万四干四百円と

　する。

三　市町村民税非課税者である被保険者若しくはその被扶

　養者又は療養のあった月において要保護者である者であ

　って厚生労働省令で定めるものに該当する被保険者若しく

　はその被扶養者（前号又は次号に掲げる者を除く。）二万

　四千六百円

四　被保険者及びその被扶養者のすべてが療養のあった月

　の属する年度（療養のあった月が四月から七月までの場合

　にあっては、前年度）分の地方税法の規定による市町村民

　税（同法の規定による特別区民税を含む。）に係る同法第

　三百十三条第一項に規定する総所得金額及び山林所得
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金額に係る所得税法（昭和四十年法律第三十三号）第二

条第一項第二十二号に規定する各種所得の金額（同法第

三十五条第二項に規定する公的年金等の支給を受ける者

については、同条第四項中「次の各号に掲げる金額の合

計額とする。ただし、当該合計額が七十万円に満たないと

きは、七十万円」とあるのは「八十万円」として同項の規定

を適用して算定した総所得金額とする。）並びに他の所得と

区分して計算される所得の金額（地方税法附則第三十三

条の三第五項において準用する同条第一項に規定する土

地等に係る事業所得等の金額、同法附則第三十四条第四

項において準用する同条第一項に規定する長期譲渡所得

の金額（租税特別措置法（昭和三十二年法律第二十六号）

第三十三条の四第一項若しくは第二項、第三十四条第一

項、第三十四条の二第一項、第三十四条の三第一項、第

三十五条第一項又は第三十六条の規定に該当する場合
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金額に係る所得税法（昭和四十年法律第三十三号）第二

条第一項第二十二号に規定する各種所得の金額（同法第

三十五条第二項に規定する公的年金等の支給を受ける者

については、同条第四項中「次の各号に掲げる金額の合

計額とする。ただし、当該合計額が七十万円に満たないと

きは、七十万円」とあるのは「八十万円」として同項の規定

を適用して算定した総所得金額とする。）並びに他の所得と

区分して計算される所得の金額（地方税法附則第三十三

条の三第五項におい一』冥に規定する土

地等に係る事業所得等の金額、同法附則第三十四条第四

項にお一項に規定する長期譲渡所得
の金額（租税特別措置法（昭和三十二年法律第二十六号）

第三十三条の四第一項若しくは第二項、第三十四条第一

項、第三十四条の二第一項、第三十四条の三第一項、第

三十五条第一項又は第三十六条の規定に該当する場合



には、これらの規定の適用により同法第三十一条第一項

に規定する長期譲渡所得の金額から控除する金額を控除

した金額）、地方税法附則第三十五条第五項において準用

する同条第一項に規定する短期譲渡所得の金額（租税特

別措置法第三十三条の四第一項若しくは第二項、第三十

四条第一項、第三十四条の二第一項、第三十四条の三第

一項、第三十五条第一項又は第三十六条の規定に該当す

る場合には、これらの規定の適用により同法第三十二条第

一項に規定する短期譲渡所得の金額から控除する金額を

控除した金額）、地方税法附則第三十五条の二第九項に

おいて準用する同条第一項に規定する株式等に係る譲渡

所得等の金額（同法附則第三十五条の二の六第七項随

いて準用する同条第一項又は同法附則第三十五条の三

第十一項において準用する同条第三項の規定の適用があ

る場合には、その適用後の金額）、同法附則第三十五条の
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には、これらの規定の適用により同法第三十一条第一項

に規定する長期譲渡所得の金額から控除する金額を控除

した金額）、地方税法附則第三十五条第五項蕪準用・

一項に規定する短期譲渡所得の金額（租税特

別措置法第三十三条の四第一項若しくは第二項、第三十

四条第一項、第三十四条の二第一項、第三十四条の三第

一項、第三十五条第一項又は第三十六条の規定に該当す

る場合には、これらの規定の適用により同法第三十二条第

一項に規定する短期譲渡所得の金額から控除する金額を

控除した金額）、地方税法附則第三十五条の二第六項借

お一項に規定する株式等に係る譲渡
所得等の金額（同法附則第三十五条の二の六第七項得お・

一真又は同法附則第三十五条の三
第十三項の規定の適用がある場合には、その適用後の金

額）、同法附則第三十五条の四第四項一



　　四第四項において準用する同条第一項に規定する先物取

　　引に係る雑所得等の金額（同法附則第三十五条の四の二

　　第七項において準用する同条第一項の規定の適用がある

　　場合には、その適用後の金額）、租税条約の実施に伴う所

　　得税法、法人税法及び地方税法の特例等に関する法律

　　（昭和四十四年法律第四十六号）第三条の二の二第十項

　　に規定する条約適用利子等の額及び同条第十二項に規

　　定する条約適用配当等の額をいう。）がない被保険者若し

　　くはその被扶養者又は療養のあった月において要保護者

　　である者であって厚生労働省令で定めるものに該当する被

　　保険者若しくはその被扶養者（第二号に掲げる者を除く。）

　　一万五千円

3　前条第三項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　前項第一号に掲げる者一万二千円

周桑第一項に規定する先物取引に係る雑所得等の金額

（同法附則第三十五条の四の二第七項一る

周桑第邑項の規定の適用がある場合には、その適用後の

金額）、租税条約の実施に伴う所得税法、法人税法及び地

方税法の特例等に関する法律（昭和四十四年法律第四十

六号）第三条の二の二第十項に規定する条約適用利子等

の額及び同条第十二項に規定する条約適用配当等の額を

いう。）がない被保険者若しくはその被扶養者又は療養の

あった月において要保護者である者であって厚生労働省令

で定めるものに該当する被保険者若しくはその被扶養者

（第二号に掲げる者を除く。）一万五干円

3　前条第三項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　前項第一号に掲げる者一万二干円
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　二　前項第二号に掲げる者四万四千四百円

　三　前項第三号又は第四号に掲げる者八千円

4　前条第四項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる場合以外の場合八万百円

　　と、前条第一項第一号イからへまでに掲げる額に係る同条

　　第四項に規定する特定給付対象療養につき厚生労働省令

　　で定めるところにより算定した当該特定給付対象療養に要

　　した費用の額（その額が二十六万七干円に満たないとき

　　は、二十六万七千円）から二十六万七千円を控除した額に

　　百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満の端数がある

　　場合において、その端数金額が五十銭未満であるときは、

　　これを切り捨て、その端数金額が五十銭以上であるとき

　　は、これを一円に切り上げた額）との合算額

　二　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前号の特定

　二　前項第二号に掲げる者四万四千四百円

　三　前項第三号又は第四号に掲げる者八千円

4　前条第四項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる場合以外の場合八万百円

　　と、前条第一項第一号イからへまでに掲げる額に係る同条

　　第四項に規定する特定給付対象療養につき厚生労働省令

　　で定めるところにより算定した当該特定給付対象療養に要

　　した費用の額（その額が二十六万七千円に満たないとき

　　は、二十六万七千円）から二十六万七千円を控除した額に

　　百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満の端数がある

　　場合において、その端数金額が五十銭未満であるときは、

　　これを切り捨て、その端数金額が五十銭以上であるとき

　　は、これを一円に切り上げた額）との合算額

　二　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前号の特定
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　　給付対象療養であって、入院療養（法第六十三条第一項

　　第五号に掲げる療養（当該療養に伴う同項第一号から第

　　三号までに掲げる療養を含む。）をいう。次項第二号及び

　　次条第一項において同じ。）である場合四万四干四百円

　三　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の第一号の特

　　定給付対象療養であって、外来療養である場合一万二干

　　円

5　前条第五項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる場合以外の場合三万五千四

　　百円

　二　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前条第五項

　　に規定する療養であって、入院療養である場合一万五千

　　円

　三　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前条第五項

　　給付対象療養であって、入院療養（法第六十三条第一項

　　第五号に掲げる療養（当該療養に伴う同項第一号から第

　　三号までに掲げる療養を含む。）をいう。次項第二号及び

　　次条第一項において同じ。）である場合四万四干四百円

　三　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の第一号の特

　　定給付対象療養であって、外来療養である場合一万二千

　　円

5　前条第五項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一　次号又は第三号に掲げる場合以外の場合三万五干四

　　百円

　二　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前条第五項

　　に規定する療養であって、入院療養である場合一万五千

　　円

　三　七十歳に達する日の属する月の翌月以後の前条第五項
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　　に規定する療養であって、外来療養である場合八千円

6　前条第六項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一次号に掲げる者以外の者一万円

　二第一項第二号に掲げる者（七十歳に達する日の属する月

　　の翌月以後に前条第六項に規定する療養を受けた者及び

　　同項に規定する療養のうち国が費用を負担すべき療養に

　　係る疾病として厚生労働大臣が定めるものに係る療養を受

　　けた者を除く。）二万円

（その他高額療養費の支給に関する事項）

第四十三条　被保険者が同一の月に一の保険医療機関又は

法第六十三条第三項第二号に掲げる病院若しくは診療所（以

　下この項において「保険医療機関等」と総称する。）から次の各

号に掲げる療養（当該被保険者が第四十一条第五項の規定

　に該当する場合における同項に規定する療養を除く。）を受け

　　に規定する療養であって、外来療養である場合八千円

6　前条第六項の高額療養費算定基準額は、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

　一次号に掲げる者以外の者一万円

　二第一項第二号に掲げる者（七十歳に達する日の属する月

　　の翌月以後に前条第六項に規定する療養を受けた者及び

　　同項に規定する療養のうち国が費用を負担すべき療養に

　　係る疾病として厚生労働大臣が定めるものに係る療養を受

　　けた者を除く。）二万円

（その他高額療養費の支給に関する事項）

第四十三条　被保険者が同一の月に一の保険医療機関又は

法第六十三条第三項第二号に掲げる病院若しくは診療所（以

下この項において「保険医療機関等」と総称する。）から次の各

号に掲げる療養（当該被保険者が第四十一条第五項の規定

に該当する場合における同項に規定する療養を除く。）を受け
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た場合において、法の規定により支払うべき一部負担金の支

払が行われなかったときは、保険者は、第四十一条第二項又

は第三項の規定による高額療養費について、当該一部負担金

の額から当該各号に掲げる療養の区分に応じ、当該各号に定

める額を控除した額の限度において、当該保険医療機関等に

支払うものとする。

た場合において、法の規定により支払うべき一部負担金の支

払が行われなかったときは、保険者は、第四十一条第一項か

ら第三項までの規定による高額療養費について、当該一部負

担金の額から当該各号に掲げる療養の区分に応じ、当該各号

に定める額を控除した額の限度において、当該保険医療機関

等に支払うものとする。

一入院　養又は入院療養以外の療養であって一の保険医

療機関等による総合的かつ計画的な医凸的管理の下にお

ける療養として厚生労働大臣が定めるもの（次号及び第三

号に　げる療養を除く。以下この号において「入院　養等

という。）次のイからハまでに　げる者の区分に応じ、そ

れぞれイからハまでに定める額

イ前条第一項第一号に　げる者に該当していることにつ

き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

けている者八万百円と、当該入院療養等につき厚生労
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働省令で定めるところにより　定した当該入院　養等に

要した費用の額（その額が二十六万七千円に満たないと

きは、二十六万七千円）から二十六万七干円を控除した

額に百分の一を乗じて得た額（この額に一円未満の綜数

がある場合において、その端数金額が五十銭未満である

ときは、これを切り。て、その端数金額が五十銭以上で

あるときは、これを一円に切り上げた額）との合算額。た

だし、高額療養　多数回該当の場合にあっては、四万四

干四百円とする。

ロ　前条第一項第二号に　げる者に該当していることにつ

き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

けている者十五万円と、当該入院医療等につき厚生労

働省令で定めるところにより算定した当該入院療養等に

要した費用の額（その額が五十万円に満たないときは、

五十万円）から五十万円を控除した額に百分の一を乗じ
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ニ　ム院遼養次のイから二までに掲げる者の区分に応じ、

　それぞれイから二までに定める額

　イロから二までに掲げる者以外の者四万四千四百円

　口前条第二項第二号に掲げる者八万百円と、当該入院

　　療養につき厚生労働省令で定めるところにより算定した

　　当該入院療養に要した費用の額（その額が二十六万七

て得た額（この額に一円未満の帽数がある場合におい

て、その、山数金額が五十銭未満であるときは、これを切り

。て、その帽数金額が五十銭以上であるときは、これを

一円に切り上げた額）との合　額。ただし、高額　養　多

数回該当の日合にあっては、八万三千四百円とする。

ハ前条第一項第三号に　げる者に該当していることにつ

き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

けている者三万五干四百円。ただし、高額 多数

回該当の場合にあっては、二万四干六百円とする。

二　入院　養（七十歳に達する日の　する月の翌月以後の

入院療養に限る。）次のイから二までに掲げる者の区分に

応じ、それぞれイから二までに定める額

イロから二までに掲げる者以外の者四万四千四百円

ロ前条第二項第二号に掲げる者八万百円と、当該入院

　療養につき厚生労働省令で定めるところにより算定した
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千円に満たないときは、二十六万七千円）から二十六万

七千円を控除した額に百分の一を乗じて得た額（この額

に一円未満の端数がある場合において、その端数金額

が五十銭未満であるときは、これを切り捨て、その端数金

額が五十銭以上であるときは、これを一円に切り上げた

額）との合算額。ただし、高額療養費多数回該当の場合

にあっては、四万四干四百円とする。

　ハ前条第二項第三号に掲げる者に該当していることにつ

　　き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

　　けている者二万四千六百円

　二前条第二項第四号に掲げる者に該当していることにつ

　　き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

　　けている者一万五干円

三　入院療養以外の遼養であって、一の保険医療機関等に

　　当該入院療養に要した費用の額（その額が二十六万七

　千円に満たないときは、二十六万七千円）から二十六万

　七千円を控除した額に百分の一を乗じて得た額（この額

　　に一円未満の端数がある場合において、その端数金額

　　が五十銭未満であるときは、これを切り捨て、その端数金

　　額が五十銭以上であるときは、これを一円に切り上げた

　　額）との合算額。ただし、高額療養費多数回該当の場合

　　にあっては、四万四千四百円とする。

　ハ前条第二項第三号に掲げる者に該当していることにつ

　　き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

　　けている者二万四千六百円

　二前条第二項第四号に掲げる者に該当していることにつ

　　き厚生労働省令で定めるところにより保険者の認定を受

　　けている者一万五千円

三　入院療養以外の　養（七十歳に達する日の　する月の
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よる総合的かつ計画的な医学的管理の下における療養と

して厚生労働大臣が定めるもの次のイからハまでに掲げ

る者の区分に応じ、それぞれイからハまでに定める額

イロ又はハに掲げる者以外の者一万二千円

ロ前号ロに掲げる者四万四千四百円

ハ前号ハ又は二に掲げる者八千円

2　前項の規定による支払があったときは、その限度において、

被保険者に対し第四十一条第二項又は第三項の規定による

高額療養費の支給があったものとみなす。

3　法第百十条第四項から第六項までの規定は、保険外併用

療養費又は家族療養費に係る第一項各号に掲げる療養（被保

険者又はその被扶養者が第四十一条第五項の規定に該当す

る場合における同項に規定する療養を除く。）についての篁四

十一条第二項又は第三項の規定による高額療養費の支給（保

　　翌旦一であって、一の保険医療機関等

　　による総合的かつ計画的な医学的管理の下における療養

　　として厚生労働大臣が定めるもの次のイからハまでに掲

　　げる者の区分に応じ、それぞれイからハまでに定める額

　　イロ又はハに掲げる者以外の者一万二千円

　　口前号ロに掲げる者四万四千四百円

　　ハ前号ハ又は二に掲げる者八千円

2　前項の規定による支払があったときは、その限度において、

被保険者に対し第四十一条第一項から第三項までの規定によ

る高額療養費の支給があったものとみなす。

3　法第百十条第四項から第六項までの規定は、保険外併用

療養費又は家族療養費に係る第一項各号に掲げる療養（被保

険者又はその被扶養者が第四十一条第五項の規定に該当す

る場合における同項に規定する療養を除く。）についての第四

十一条第一項から第三項までの規定による高額療養費の支
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険外併用療養費負担額（保険外併用療養費の支給につき法

第八十六条第四項において準用する法第八十五条第五項又

は第七項の規定の適用がある場合における当該保険外併用

療養費の支給に係る療養につき算定した費用の額から当該保

険外併用療養費の額を控除した額をいう。）又は家族療養費

負担額（家族療養費の支給につき法第百十条第四項又は第

六項の規定の適用がある場合における当該家族療養費の支

給に係る療養につき算定した費用の額から当該家族療養費の

額を控除した額をいう。）から第一項各号に掲げる療養の区分

に応じ、当該各号に定める額を控除した額を限度とするものに

限る。）について準用する。この場合において、法第百十条第

四項及び第六項中「被扶養者」とあるのは、「被保険者又はそ

の被扶養者」と読み替えるものとする。

4　被保険者が保険医療機関若しくは保険薬局若しくは法第六

十三条第三項第二号に掲げる病院若しくは診療所若しくは薬

給（保険外併用療養費負担額（保険外併用療養費の支給につ

き法第八十六条第四項において準用する法第八十五条第五

項又は第七項の規定の適用がある場合における当該保険外

併用療養費の支給に係る療養につき算定した費用の額から当

該保険外併用療養費の額を控除した額をいう。）又は家族療養

費負担額（家族療養費の支給につき法第百十条第四項又は

第六項の規定の適用がある場合における当該家族療養費の

支給に係る療養につき算定した費用の額から当該家族療養費

の額を控除した額をいう。）から第一項各号に掲げる療養の区

分に応じ、当該各号に定める額を控除した額を限度とするもの

に限る。）について準用する。この場合において、法第百十条

第四項及び第六項中「被扶養者」とあるのは、「被保険者又は

その被扶養者」と読み替えるものとする。

4　被保険者が保険医療機関若しくは保険薬局若しくは法第六

十三条第三項第二号に掲げる病院若しくは診療所若しくは薬

一17一



局（以下この項において「保険医療機関等」と総称する。）から

原爆一般疾病医療費の支給その他厚生労働省令で定める医

療に関する給付が行われるべき療養を受けた場合、第四十一

条第五項の規定に該当する被保険者が保険医療機関等から

同項に規定する療養を受けた場合又は同条第六項の規定に

よる保険者の認定を受けた被保険者が保険医療機関等から

同項に規定する療養を受けた場合において、法の規定により

支払うべき一部負担金の支払が行われなかったときは、保険

者は、当該療養に要した費用のうち同条第四項から第六項ま

での規定による高額療養費として被保険者に支給すべき額に

相当する額を当該保険医療機関等に支払うものとする。

5　前項の規定による支払があったときは、被保険者に対し第

四十一条第四項から第六項までの規定による高額療養費の

支給があったものとみなす。

6　法第百十条第四項から第六項までの規定は、保険外併用

局（以下この項において「保険医療機関等」と総称する。）から

原爆一般疾病医療費の支給その他厚生労働省令で定める医

療に関する給付が行われるべき療養を受けた場合、第四十一

条第五項の規定に該当する被保険者が保険医療機関等から

同項に規定する療養を受けた場合又は同条第六項の規定に

よる保険者の認定を受けた被保険者が保険医療機関等から

同項に規定する療養を受けた場合において、法の規定により

支払うべき一部負担金の支払が行われなかったときは、保険

者は、当該療養に要した費用のうち同条第四項から第六項ま

での規定による高額療養費として被保険者に支給すべき額に

相当する額を当該保険医療機関等に支払うものとする。

5　前項の規定による支払があったときは、被保険者に対し第

四十一条第四項から第六項までの規定による高額療養費の

支給があったものとみなす。

6　法第百十条第四項から第六項までの規定は、保険外併用
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療養費又は家族療養費に係る療養についての第四十一条第

四項から第六項までの規定による高額療養費の支給について

準用する。この場合において、法第百十条第四項及び第六項

中「被扶養者」とあるのは「被保険者又はその被扶養者」と、

「療養を」とあるのは「原子爆弾被爆者に対する援護に関する

法律（平成六年法律第百十七号）による一般疾病医療費の支

給その他厚生労働省令で定める医療に関する給付が行われ

るべき療養を」と、「療養に」とあるのは「その療養に」と読み替

えるものとする。

7　法第八十八条第六項及び第七項の規定は、訪問看護療養

費又は家族訪問看護療養費に係る指定訪問看護についての

第四十一条第四項から第六項までの規定による高額療養費

の支給について準用する。この場合において、法第八十八条

第六項中「被保険者が」とあるのは「被保険者又はその被扶養

者が」と、「指定訪問看護を」とあるのは「原子爆弾被爆者に対

療養費又は家族療養費に係る療養についての第四十一条第

四項から第六項までの規定による高額療養費の支給について

準用する。この場合において、法第百十条第四項及び第六項

中「被扶養者」とあるのは「被保険者又はその被扶養者」と、

「療養を」とあるのは「原子爆弾被爆者に対する援護に関する

法律（平成六年法律第百十七号）による一般疾病医療費の支

給その他厚生労働省令で定める医療に関する給付が行われ

るべき療養を」と、「療養に」とあるのは「その療養に」と読み替

えるものとする。

7　法第八十八条第六項及び第七項の規定は、訪問看護療養

費又は家族訪問看護療養費に係る指定訪問看護についての

第四十一条第四項から第六項までの規定による高額療養費

の支給について準用する。この場合において、法第八十八条

第六項中「被保険者が」とあるのは「被保険者又はその被扶養

者が」と、「指定訪問看護を」とあるのは「原子爆弾被爆者に対
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する援護に関する法律（平成六年法律第百十七号）による一

般疾病医療費の支給その他厚生労働省令で定める医療に関

する給付が行われるべき指定訪問看護を」と読み替えるものと

する。

8　歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せ行う保険医療機

関並びに二以上の診療科名を有する保険医療機関又は特定

承認保険医療機関であって、厚生労働省令で定めるものは、

第四十一条の規定の適用については、歯科診療及び歯科診

療以外の診療又は診療科名を異にする診療につきそれぞれ

別個の保険医療機関又は特定承認保険医療機関とみなす。

9　被保険者又はその被扶養者が同一の月にそれぞれ一の保

険医療機関から法第六十三条第一項第五号に掲げる療養を

含む療養及びそれ以外の療養を受けた場合は、第四十一条

の規定の適用については、当該法第六十三条第一項第五号

に掲げる療養を含む療養及びそれ以外の療養は、それぞれ別

する援護に関する法律（平成六年法律第百十七号）による一

般疾病医療費の支給その他厚生労働省令で定める医療に関

する給付が行われるべき指定訪問看護を」と読み替えるものと

する。

8　歯科診療及び歯科診療以外の診療を併せ行う保険医療機

関並びに二以上の診療科名を有する保険医療機関又は特定

承認保険医療機関であって、厚生労働省令で定めるものは、

第四十一条の規定の適用については、歯科診療及び歯科診

療以外の診療又は診療科名を異にする診療につきそれぞれ

別個の保険医療機関又は特定承認保険医療機関とみなす。

9　被保険者又はその被扶養者が同一の月にそれぞれ一の保

険医療機関から法第六十三条第一項第五号に掲げる療養を

含む療養及びそれ以外の療養を受けた場合は、第四十一条

の規定の適用については、当該法第六十三条第一項第五号

に掲げる療養を含む療養及びそれ以外の療養は、それぞれ別
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個の保険医療機関又は特定承認保険医療機関から受けたも

のとみなす。

10　高額療養費の支給に関する手続に関して必要な事項は、

厚生労働省令で定める。

（準用）

第四十四条　第四十一条から前条まで（第四十二条第一項第

二号、第二項第二号及び第三項第二号並びに前条第一項第

一号ロ及び第二号ロに係る部分を除く。）の規定は、日雇特例

被保険者に係る高額療養費の支給について準用する。

個の保険医療機関又は特定承認保険医療機関から受けたも

のとみなす。

10　高額療養費の支給に関する手続に関して必要な事項は、

厚生労働省令で定める。

（準用）

第四十四条　第四十一条から前条まで（第四十二条第一項第

二号、第二項第二号及び第三項第二号並びに前条第一項第

一号ロ、第二号ロ及び第三号ロに係る部分を除く。）の規定

は、日雇特例被保険者に係る高額療養費の支給について準用

する。
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